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【はじめに】 
 

 青森県建設業協会東青支部では、地元就職促進のため平成 30年より「若者との交流会」を 

開催しましたが、地元工業高校の県内就職率は３割で推移し、成果は表れていませんでした。 

参加校は高校４校、技術専門校、県内工業大学、保護者も参加しその場で内定もあるなど 

一定の地元就職はあったものの、県外流出の傾向に変わりはない状況でした。  
 

H30.6                                                     親も参加、その場で内定も 
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“地元就職促進”キーワードは「学校との連携」←「高卒採用 まず親から射よ」 

①  保護者参加を促すため 土日に実施したいが(部活遠征や働き方改革で)学校の了解が難しい。 

②  工業高校以外に参加を呼び掛けるが(普通科、農業土木、大学等) 実績ないからと 参加少ない。 

 

【参加校の実績】 

Ｈ30. 6.16(土)‥ 青工 49＋保護者 10、五農 2、山田 4、北 2、商業 1、技専校 5、八工大 7   計 80名 

Ｒ１.6. 5(土)‥ 青工 31＋保護者 5、 五農 5、山田 1、技専校 6、八工大 8(他高校 0、青大 0) 計 56名 
                                                                                       

Ｒ４.11.18(金)‥ 青工 62、技専校 6 (五農 0、山田 0、他高校 0、八工大 0、公立大 0)     計 68名 

Ｒ５. 9.15(金)‥ 青工 97（1～2年）、技専校 10、八工大 4 (五農 0、公立大 0)          計 111名 

Ｒ６.10.11(金)‥ 青工 66（2年）、技専校 10、(五農 0、八工大 0、公立大 0)         計  76名 

Ｒ７. 9.12(金)‥ 青工 47（2年）、技専校(青森 8＋弘前 5)、(商業 0、五農 0、八工大 0、公立大 0) 計  60名 
 

 
 

(令和２～３年)  コロナ禍で開催がない時は新たに「企業紹介集」や「建設業者ガイドブック」 

       を作成、各学校ほか県・市の東京事務所等へ配布するなど情報発信に努めた。 

   内容には給与・福利等の情報は入れず「ものづくりの魅力」の視点でまとめた。 



 

(令和４年～)    ３Ｋの印象払拭・建設業イメージアップに向けた取組第一弾として若手の 

会員が集まり各社独自のデザインを企画・作成、“作業服おしゃれ一新”。 

会員皆が企画に携わったことで、横の繋がりができたことも成果の一つ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

交流会 再開  各社企画の服こだわりをプレゼン、参加者から盛んに拍手浴び大盛況に 
 
 
  (作業服お披露目 ３Ｋの印象払拭)    
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 



(若手技術者が 各テーブル周り意見交換) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

   



  

【若者目線に立った交流会の企画検討】  

交流会開催から７年経ても県内就職は 

３～４割なのでアンケートを基に再検討し 

学校とも協議しながら、若者に関心ある 

テーマを取り上げて行うことにしました。 
 
(車座トーク テーマ) 

・「建設業に必要な資格紹介コーナー」 

 ・「建設業の未来・夢語りコーナー」 

 ・「匠の技を道具で披露:車座トーク」 

 ・「建設女子 本音トーク」 
 
 

(R7アンケート結果)  
ほとんど全員が満足した楽しかった、 

ものづくりの魅力を味わった、技術者 
説明の熱意に感動した、友人と一緒に 
聴き対話し自分の将来像も見えてきた 
など。 



(建設業の未来夢語りコーナー)   (資格紹介コーナー)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(匠の技 車座トーク)…若手技術者が匠の技を各種道具で披露 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(建設女子 本音トーク)…職場環境、仕事と子育ての両立など本音トーク 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



参考１【Ｕターン対策:首都圏大学生との交流会】(Ｒ５～) 

Ｒ７東京で実施 次第 → 

東京の大学生との交流会は参加者集めが難しく 

青森県 東京学生寮の学生に頼っているのが現状。 
 

→ 県を通じ「首都圏連携協定大学への周知」と 
 「青森暮らしサポートセンター」(交通会館:ふるさと 
回帰支援センター内)に案内周知の依頼をしている。 

 
 
 
                                                                          
. 

参考２【親子見学会(小中学生参加)】 駒込ダム７年後完成に向け建設 地元とＪＶ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 高校生との現場研修会は担い手確保対策の一番の土台なので、毎年欠かさず実施。 



【卒業生へ配布】  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【おわりに】 



 

(創意工夫の成果 ?) 

今年３月卒業生の県内外就職の割合は、県内就職 ６割 (８年前の倍)となりました。 

一時的な事なのか注視していましたが、来年３月卒業 (現３年生)の就職希望者も、 

県内就職希望が 約６割の見込み とのことです。 

 

これまでの取組の成果が表れてきた気はしますが、今後の推移を注視して下記の 

課題に取組み、学校とも連携しながら交流会の内容をさらに充実して参ります。 
 

(課題) 

①  学校とのさらなる連携(土日開催で保護者参加へ。農業高校、普通高校への働き掛け) 

②      〃      (企業の学校への早期訪問) 

③  協会各支部と課題を共有し各地で開催したい。 

④  Ｕターン対策として、大学生との交流会(Ｒ５より実施)の参加者を増やしたい。 

 

 
 



 

 

 

ご清聴ありがとうございました 
 

 

 

 

 

 

 

(一社)青森県建設業協会 東青支部 


